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樽剰 ][県勢全員好成績で'入員
溶接技量日本一を競う平成17年度

`第
51回
'全「
溶接技術競14会 東北地区支部官城県大会は平成

17年 10月 8日 (土 )FTH会式 競技説明会を仙台サンプラザ、9日 1日 ,競技会を宮城県多賀城市ポリテク
センター官城に於いて・.l催 されました :

参加選手は被覆アーク溶接の部55名 、半
.1動
溶1姜の部55名 合計110名 の選手が全国都道府県代表と

して溶接日本一獲得を目指して技を競いました ,

神奈川県代表は平成17年度神奈川県溶l・
~技
術コンクール第 1部でそれぞれ 1位 2位になられた被

覆アーク溶接の部 2名 、半 `1動溶接の部 2名 合計 4名のi塁手が参加 しました。
成績は被覆アーク溶接の部で昨年同様三菱重工業 |力 1黄浜製作i"の西原信彦さんが 2位 (特別優秀賞 )、

神奈川県として二年続けてあと少し及ばず優勝を,上 しました ,

しかし他の選手も日頃の実力を発揮 して全員優秀賞に入賞 し前年を上回る好成績であった。

選手の皆様、選手を指導し送り出された会社の関係者の皆様は大変ご吉労をされたものと思います

が今年もまた全国競技会があります。優勝を日指してがんばりましょう.

尚、平成18年度 (第 52同 )全国溶接技術競技会は10月 21H 2211四 国 徳島県で開催されます。

平成17年度の優勝選手は下記のi垂 りです。

被覆アーク溶接の部  鹿児島県代表  ド之南 和也  三洋工機lll1       766点
半 自動 溶 接 の 音Б 山口県代表  大津 文孝   仰 日立製作所笠戸事業所  788点

被覆アーク溶接の部

三菱重:業仰横浜製作所
西原伸彦 2位 特別優秀賞
lll東芝京浜事業所

川口 広 10位 優秀賞
半自動溶接の部

三菱重工業帥横浜製作所

志村 暁 5位
住友重機械マリンエンジエアリング榊

福田 康元 6位
志村さん 川口さん

迎
鋼賊
畢
唾
鶴
茅

ュ
駅

　

　

　

　

主
催
　

　

　

一〓
メ

日
本
溶
接
協
会

福田さん



アーク溶接の部)

川製作所ケミテツク
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山九 (株 )プラントエ

平成17年度 (第51回)全国溶接技術競技会入賞者一覧
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ベガルタ仙台と東北楽天のチアカール

見学会の報告

(半 自動アーク

石川島rr磨重工業(株 ,

マリンエンシニアリング

メカニカル
`

優勝旗の返還 歓迎の挨拶をする浅野宮城県知事
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参加記念撮影

去る2月 22日 、恒例の神奈川県支部見学会は定員
40名の参加者で開催した。今年の見学先は神奈川県

内の工場等近場で開催することで計画された。そこ

で横須賀市夏島一帯に集中している住友重機械マリ
ンエンジニアリング的、日産自動車榊追浜工場、独

立行政法人海洋開発研究機構の3ケ 所を見学した。

住友重機械マリンエンジエアリングl■|で は造船
の製造ライン、切断 カロエ 組立 溶接の様子を見学

し最後に儀装中のタンカーにも載せていただいた。

日産自動車では自動車完成まで、その殆 どが自

動化されている製造ラインを見学 した。

海洋開発研究機構では主に私たちにあまり,I染

みのない深海の研究について、引退 した深海2000

探査船、深海6500の モデル乗船体験、6500気圧の

試験装置見学等 1日 3箇所の見学は少 し駆け足で
終わった。



主 催 神奈川県 (社 )日本溶接協会神奈川県支部

平成18年度(第49回 )神奈川県溶接技術コンクール

0期 日及び会場
平成]8年 6月 ]6曰 (金 )

会場  (財 )日本溶接技術センター 01崎市川崎区本町2]l i9)

0コ ンクール競技課題

'手
溶授第 1部

●+自動溶接第 ]部
※競技は手溶接 半自動溶接とも薄板 (32m■ )の立向き 中 lF`On■ )の積向き溶長です .

0参力1料
]8900円  (神奈川県支部会員は ]5750円 )

0申込み締め切 り
5月 22日 (月 )

※別紙申込書によりお申 し込み下さい。申込みされた方に ま 後ヨ詳 しい,1:要 Fを
送付いた します。

●表 彰
成績優秀な優勝者及び所属事業所に神奈川県知事責ほか 141,E本溶授i会=■ |1具
支部長賞など畿つかの表彰があります。

●全国溶接技 ll競技会への推薦

手溶接 半自動溶接それぞれ]位2位の方を]0月 21 22日 に徳島県で開催する三Ξ
==

技術競技会に神奈川県代表として推薦 します .

0申 し込み及0問い合わせ先
(社 )日本溶接協会神奈川県支部   〒210000]川崎市川崎区本町2]119

=目
言舌(044)203 8867 Fax(044)2465265

催 神奈川県 (社 )日本溶接協会神奈川県支部

ぁな1
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あなたも
溶機コンクールに

参加しませんか

0期日及び会場
0平成18年6月 7日 (水)会場  溶接技術中央検定場 01崎市川崎区池上町]15)
0平成]8年6月 9日 (金)会場](財 )日本溶接技術センター 01崎 市川崎区本町21]]9)

会場2 日立ビアエンジニアリング(株)(海老名市上今泉2100)
X上記2日間 3会場で開催しますが 何れかの開催曰と会場を指定できます。
●参加資格

神奈川県内の中小企業から推薦された方又は県内在住 在動の個人
●試験実施種目(コンクール競技課題)

'手
溶接第2部 U略 授検定試験種目A 2V(立 向)と A 2H(横 向)
2半自動溶接第2部 US溶接検定試験種目SA 2V(立向)と SA-2H(横向)
米いずれも板厚91m豪 当て金ありで寃
半初めて検定試験を受ける方は学科試験と基本級(下向き A 2F又はSA 2F)も
受験します.詳細は(社 )日本溶接協会神奈川県支部にお問い合わせください.

0参力,料 10000コ  (検定試験のみの方は別途料金です)
■,10■ ま■定討談及び溶接コンクール参加の料金です。
■,Ξ tt‐言晨 定試験を受けようとすると試験の料金は手溶接わ¬4000口 半自動溶接か
11310Fで す.今回ま 10000円で検定試験とコンクールの参加が出来ます。
是,|この機会に,"Dしてみてくださtl.

0申込網切 5月 15E(月 ,
■言J=ヨt言によりお中し込み下さい。申込みされた方には 後日詳しい参加要領を送付
し)たします

0表  彰
,損優えら優卜者及び所属事業所に神奈川県知事賞ほか (社 )日本溶接協会神奈川県支部
長賞きと■つうの表影があつます

0■ し:l,■ ,¬ ti合 ,ti
rtlEな 溶

=う
会苺奈川早支都  〒210000]川崎市川崎区本町21119

員ヨ言舌(044)2338367 F8x(044)2465265

平成18年度の神奈川県溶接技術コンクール第2部はコンクールの競技課題と実施方法を変更して、溶接技能者評価試験を

兼ねて参加できるコースを設けました。
このコースに参加されますと、」IS検定を受験して頂き、合格者には溶接適格性証明書が発行されると同時にコンクールと

しての成績優秀者には表彰される特典がありますので奮って参加下さいますようご案内いたします。

1 参加資格

2開催日時及び会場

(1)神奈川県内の中小企業から推薦された方、又は県内に在住、在勤の個人参加人数の

制限は特にありません、何人でも参カロできます。

(都合の良い日程、会場で参加してください)

(1)日 時 :平成18年 6月 7日 (水)受付 :午前8時 30分
会場 :溶接技術中央検定場 川崎市川崎区池上町115
(2)日 時 :平成18年 6月 9日 (金)受付 :午前8時 30分
0会場 :日 本溶接技術センター 川崎市川崎区本町21119
②会場 :日 立ビアエンジエアリング(株)海老名市上今泉2100
参加希望者はコンクール参加申込書に開催日と希望会場を記入して申込みください。

(1)参加種目 JIS検定を兼ねて参加するコース

①被覆アーク溶接 (手溶接)の部

中板 (板厚9mm)裏当て金あり、立向溶接(A2V)と 横向溶接 (A2H)

②ガス半自動溶接の部

中板(板厚9mm)裏当て金あり、立向溶接 (SA 2V)と 横向溶接 (SA 2H)

〔JIS検定は新規受験及び再評価 (更新)受験のいずれでも可〕

(2)コ ンクールのみ参加する場合も上記①又は②の種目です。

(1)参加料 10000円 (検定試験2種 目分です)

(2)特典 :検定試験ですので合格者にはJIS溶接適格性証明書がもらえます。

3実技課題

4参加料及び特典

* 詳細希望の方、試験申込書希望の方は(社 )日 本溶接協会神奈川県支部へ電話を下さい。お送 りします。

原稿を募集しています 自社の紹介や 技術F‐5連 簡単な旅の話 写真 面白いエピソードなど。
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000000
に伴う無料サービス業務の有料化について

1 サーベイランス申請と同時に記載事項の変更をする場合

①適格性証明書に記載された氏名、生年月日、自宅住所、勤務先名の変更は記載事項変更手数料

1,050円 がかかります。

従ってサーベイランス料金 1,260円 +記載事項変更手数料 1,050円 の計 2.310円 となります。

②サーベイランス時に、紛失、破損による再発行申請が伴う場合は記載事項変更手数料は不要です。

従って、サーベイランス料金 1,26Kl円 +再発行手数料 3.150円の計4410円 となります。

③サーベイランス時以外の時期に記載事項変更と再発行を行う場合は再発行手数料31Ю円となります。

④勤務先住所の変更及び通知先変更は、手数料は無料です。

尚、従来サーベイランス連絡葉書に赤ペンなどで書いた変更は出来なくなりました。

2成績開示証明書 (不合格などの理由について)問い合わせる場合
個人情報のプライバシー保護が厳しくなります。

手続きは、所定の用紙に記入して本人が直接東部地区溶接技術検定委員会に手数料1,050円 を添え

て郵送または持参してください。後日手紙でお知らせするようになっています。

成績開示を受ける方は上記の検定委員会 (0442993541)へ 申し込んで下さい。

◎ 試験申込書に添付する写真について
写真は、試験申込書の写真貼り付け欄に黒い影で顔の大きさが描いてあります。

その大きさの顔写真を貼り付けてください。最近6ケ 月以内に撮影したものです。

写真が小さい場合は受付できませんので注意してください。

また、写真が添付されていない場合も受付できませんので必ず添付してください。

◎ 角変形について
平成16年4月 1日 以降の評価試験から5度を超える角変形は不合格になりました

ので受験者はご注意ください。

更新試験 (再評1面試験)について

①更新試験の受験期間が次のようになっています。

更新試験の受験期間は技術資格の有効期限力湖れる8ケ

月前から2ケ月前までに試験を受けなければなりません。

②更新試験に合格した場合は資格の登録日が現在資格の

有効期限に合わせて登録されるようになっています。

③上記期間外に受験する場合は有効期限内であっても、

新規試験 (学科試験免除)で基本級も受験しなければ

なりませんのでご注意ください。

④更新試験と同時に新規種目も受験出来ますが、この

場合は新規試験 (学科試験免除)扱いとなり左記②
の扱いは受けられません。

②の扱いを受けようとする場合は新規試験及び更新

試験それぞれ試験申込書を別にしてください。

⑤登録年月日と有効期限が同じで証明書番号が異なる別々

の資格を一枚の試験申込書で申し込んで受験する場合
は現在のところ更新試験の扱いにはなりません。

新規受験になってしまいますのでご注意 ください。

更新試験の扱いを受ける場合は、申込書を別々に

して下さい。

③試験結果の発表は、毎月の15日 以前の試験は

翌月末の発表です。

16日 以降の試験は翌々月末の発表です。

溶接適格性証明書には登録年月日 (発行年月日)と 有効期限が記載されています。サーベイランス

とは書類のみの手続きで試験はありません。有効期限の 3ヶ 月前から期限の日までに手続きをしてく

ださい。必ず有効期限の 3ケ 月前に通知を出しています。最初 (1回 目)のサーベイランスをしない

と2回 目のサーベイランスの通知は行きません。サーベイランスは 2回です。

サーベイランスを 2回 されますと、次は更新試験 (再評価試験)に なります。実技試験を受け直し

て合格されますと新しく証明書が発行されます。但し、 1回 目のサーベイランス又は 2回 目のサーベ

イランスをされませんと更新試験の案内も行きませんのでご注意ください。


